
R1 H30 H29 H28 H27 H26 H25 H24 H23

1 緑豊かな山々
と美しい水辺
のある自然と
親しみ自然と
共生する

1 山々の緑と水
を大切にする

1 森林の植生
と生態系の
保護

1 国・県と協力し、定期的な植生・生態系調査を実施し、森林
の整備・保全を目的とし、かつ林業振興策にも配慮した総
合的な対策の検討を行います。

農林水産課

皆伐跡地の未植栽地解消や植生
状況の確認については、補助事業
の検査時に行っているが、生態系
調査までには至っていない。生態系
調査については、専門的な知識が
必要であることから、他所管の個別
事業として行うことが必要である。

林業事業体の森林経営計画策定を
促し、適正に森林整備が促進され
るよう取組んだ。

C C C B B B C C △ △

2 環境保全地域の指定地内における植生については、開発
等の影響を受けないよう特に留意し、生態系の保護に努め
ます。 農林水産課

環境保全地域の指定地内における
植生については、開発等の影響を
受けないよう特に留意した。その結
果適正に行われ、生態系の保護が
図れた。

環境保全区域内（自然公園区域、
保安林等）の工事、伐採については
指定要件を遵守し、事業所への指
導についても県と協力して行った。

A A A A A A A B ○ △

2 山岳地及び
里山の森林
整備

1 村上市森林整備計画等に基づき、計画的かつ適正な森林
整備（造林、保育、草刈り、雪起し、間伐等）を推進するとと
もに、市行造林地の適正な管理により、森林の持つ公益的
機能の強化を図ります。

農林水産課

林業事業体による森林経営計画等
の森林整備に関する計画の樹立面
積が拡大し施業も進んでいる。ま
た、市行造林地についても、間伐の
実施により適正な管理が行われ
た。

林業事業体への森林経営計画策
定に対する積極的支援により森林
施業の促進を図った。 A A A A A A A B ○ ○

2 アドプト制度等を活用した森林ボランティアの検討を行うな
ど、地域ぐるみの里山の森林整備活動の強化を図ります。

農林水産課

朝日、村上、神林、荒川地区におい
て、計52haの里山を整備しており、
今後も継続し活動範囲を広げるよう
推進する。

森林・山村多面的機能発揮対策交
付金事業により、山林所有者や地
域の自発的な里山整備の支援を
行った。

B B B B B B B C ○ ○

3 山地災害の未然防止対策と林業の健全な育成と併せて、
森林の公益的機能が十分に発揮されるように、積極的な治
山事業の導入を図ります。

農林水産課

必要性、緊急性の高い要望箇所に
ついて優先的に治山事業が行われ
山地災害に対する対策が図られ
た。

実施要望に基づき、効果的に実施
された。また、地震に伴う危険箇所
を把握するためパトロールを実施し
た。

A A A A A A A A ○ ○

4 山岳地及び里山の開発に対しては、森林の生態系や景観
などへの配慮について指導します。

農林水産課

開発区域においては残地森林が適
正に確保されている。また、行為中
の区域においては、災害や苦情の
発生等がなかった。

林地開発許可申請に対する意見書
の提出と開発区域のパトロールを
実施した。 A A A A A A A A ○ ○

5 本市内に生育する巨木・老木の現況を把握し、その保護に
努めるとともに、学習の場としての利用についても検討を行
います。

生涯学習課

巨木・老木の現況把握や文化財指
定による保護は推進したが、学習
の場として利用することはできな
かった。

市指定文化財の巨木について、現
況を把握するとともに所有者等の
管理・保護の取り組みを支援し、保
存に努めた。

B B B A A A A A ○ ○

6 地域住民を対象とした勉強会や小中学校と連携した森林
整備体験等を通じて、森林整備の重要性と方法についての
啓発活動を推進します。

農林水産課
啓発活動をさらに発展させ、学生中
心に地域活動としての取り組みを
強化された。

外郭団体主催の木工教室や森林
体験学習会等に積極的に参加し
た。

A A A A A A A A ○ △

7 漁業・林業関係者、地域住民、緑の少年団が中心となって
行われてきた三面川の「さけの森林づくり」等、ボランティア
森林整備の活動をさらに促進していきます。

農林水産課

H11年度から実施している事業であ
り、継続して活動が実施できた。

さけの森林づくり活動の準備を進め
ていたが、7月の豪雨災害に伴う、
県道（朝日スーパーライン）土石被
害により道路復旧の見通しがたた
ず中止となってしまった。

○ ○

生涯学習課

さけの森林づくり活動や森林整備
活動を継続して行うよう年間活動と
して計画している。

朝日緑の少年団活動として計画し
た。 ○ ○

8 国・県と協力し、松くい虫被害に対する防除を実施し、森林
の保全に努めます。

農林水産課

被害面積、材積ともに減少した。
今後も予防事業と駆除事業を継続
して実施していく必要がある。

・地上散布（村上地区）A=0.66ha
・有人ヘリ散布（山北・神林地区）
A=48.83ha
・無人ヘリ散布（山北・神林・村上地
区）A=23.29ha
・伐倒くん蒸　V=35.9m3
昨年度同様に被害区域の調査と駆
除、防除作業を行い、被害量の抑
制を図った。

A A C A C C C C △ ○

9 森林資源の保護と森林の持つ公益的機能の周知を図ると
ともに、森林公園など、人と森林のふれあいの場の整備・
活用を推進します。 農林水産課

市民ボランティアによるこの活動を
継続推進していく

三面川左岸(通称種川)にて、イヨボ
ヤの里開発公社主催の「種川ク
リーン活動」を実施しているがコロ
ナ禍のため活動を休止。また随時
職員で草刈りの実施。

C C C B B B B B ○ △

基本目標
過去の評価

B A A A A AA

個別目標 施策方針 環境施策 担当課 令和2年度の取り組み状況計画期間全体の評価

B

R2評価

【参考資料】 令和２年度　環境基本計画　環境施策の評価一覧
「A」達成（十分な成果が得られた）

「B」順調である（前年度に比べ、事業の実施成果が向上した）

「C」概ね順調である（十分な成果とは言えないが、前年度に比べ事業実施の充実が認められる）

「D」前年度と同水準が維持されている（十分な成果とは言えないが、前年度に比べ事業の実施水準が維持されている）

「E」順調でない（事業が実施されなかった。もしくは前年度に比べ実施成果または実施内容が後退した）
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R1 H30 H29 H28 H27 H26 H25 H24 H23
基本目標

過去の評価
個別目標 施策方針 環境施策 担当課 令和2年度の取り組み状況計画期間全体の評価 R2評価

1 緑豊かな山々
と美しい水辺
のある自然と
親しみ自然と
共生する

1 河畔や河床に生育する樹木を保護し、野生の動植物の生
息・生育に適した水辺環境の整備を推進します。

農林水産課

H11年度から実施している事業であ
り、継続し活動を実施していく。

活動の一環としてさけの森林づくり
の準備を進めていたが、7月の豪雨
災害に伴う、県道（朝日スーパーラ
イン）土石被害により道路復旧の見
通しがたたず中止となってしまっ
た。

D D A C C C C C ○ ○

農林水産課

H11年度から実施している事業であ
り、継続し活動を実施していく。

さけの森林づくり活動の準備を進め
ていたが、7月の豪雨災害に伴う、
県道（朝日スーパーライン）土石被
害により道路復旧の見通しがたた
ず中止となってしまった。

○ ○

生涯学習課
さけの森林づくり活動や森林整備
活動を継続して行うよう年間活動と
して計画している。

朝日緑の少年団活動として計画し
た。 ○ ○

環境課
ボランティア清掃時のごみ袋の配
布、集積されたごみの回収、処理を
行い活動を促進した 。

ボランティア清掃時のごみ袋の配
布、集積されたごみの回収、処理を
行った。

○ ○

3 三面川河口の「魚つき保安林」を適正に保全していきます。
農林水産課

生育状況は順調であり継続的に保
全管理していきます。

荒天時にはパトロールを実施した。

C C C C C A A A △ △

2 親しみやす
い水辺環境
の整備

1 河川や海岸の整備にあたっては、安全性の確保のみなら
ず、地下水の涵（かん）養、多様な生態系の保全、地域に
特有な自然景観の再生・創出に配慮します。 農林水産課

H11年度から実施している事業であ
り、継続し活動を実施していく。

活動の一環としてさけの森林づくり
の準備を進めていたが、7月の豪雨
災害に伴う、県道（朝日スーパーラ
イン）土石被害により道路復旧の見
通しがたたず中止となってしまっ
た。

○ ○

観光課

毎年、海水浴場における水質検査
を実施し、水質の保全を図ることが
できた。

海水浴場水質検査を実施（村上、
山北） △ △

2 国・県と協力し、市民が安全で快適に水辺に親しみ、水辺
環境を理解できるような親水空間の整備を推進します。 農林水産課

未実施 未実施
E E C C C C C B ○ ○

3 水辺を活用した自然体験活動の充実を図ります。

農林水産課

子供たちを対象にした「種川水中生
物探検隊」を毎年７月に開催し毎年
大盛況であり、継続実施していく。

種川において「種川水中生物探検
隊」を毎年７月に開催しているが、
新型コロナウイルス感染症拡散防
止により活動中止とした

○ ○

生涯学習課
朝日みどりの少年団活動で継続実
施している。

朝日緑の少年団活動として計画し
た。 ○ ○

3 美しい海岸を
大切にする

1 海岸地形の
保全

1 「笹川流れ」に代表される岩石海岸の美しい自然景観を保
護するため、住宅、道路、観光施設の整備にあたっては、
計画・設計において自然環境や地形の変更を最小限にとど
めるように配慮します。

建設課

鵜泊地内におけるR345号の改良工
事に際して、開削ではなくトンネル
を採用することで自然景観に配慮し
た。

道路の整備事業がなかったため自
然景観は損なわれなかった。

A A B B B D D B ○ ○

2 瀬波海岸に代表される砂浜海岸の美しい白砂青松の風
景、自然景観の再生と保全を図るため、国・県と協力し、海
岸浸食の防止に努めます。

建設課

国・県に対し継続的に要望を行っ
た。県事業にて塩谷海岸の養浜工
が実施され、自然景観の再生と保
全が図られた。また、寒川及び柏尾
では離岸堤の設置が進められてい
る。

白砂青松促進期成同盟会などを通
じて、国・県に対して海岸保全と侵
食に対する要望を行った。 C C C C C D C C △ △

3 国・県と協力し、河川による土砂堆積量を適正に維持する
ことにより侵食の進んだ砂浜海岸の再生と復元について検
討を行います。

建設課

国・県に対し継続的に要望を行っ
た。荒川河口砂州の堆積土砂や岩
船港の堆積土砂を養浜材として県
事業にて塩谷海岸の養浜工が実施
され、砂浜海岸の再生と復元が図
られた。

岩船郡村上市土木振興会を通じ
て、砂浜の侵食対策として海岸整
備事業の促進を国・県に要望した。 C C C B B B B B ○ ○

2 海浜植物の
保護

1 国・県と協力し、海岸林に対する松くい虫の防除に努めま
す。

農林水産課

被害面積、材積ともに減少した。
今後も予防事業と駆除事業を継続
して実施していく必要がある。

昨年度同様に被害区域の調査と駆
除、防除作業を行い、被害量の抑
制を図った。
地上散布（村上地区）A=9.80hA
・有人ヘリ散布（山北・神林地区）
A=74.52hA
・無人ヘリ散布（山北・神林地区）
A=36.13hA
・伐倒くん蒸　V=27.20m3

A A C A C C C C △ ○

2 河口付近の抽水植物や海岸線に生育する海浜植物を保護
するため、生育状況の定期的な調査を行います。 環境課

調査を行うことはできなかったが、
市民団体等からの情報により、対
策やパトロールを実施した。

調査は実施していないが、市民団
体等からの情報提供等を基に各種
対策やパトロールを実施した。 C C C C C E E E × ×

C C CC

川や湖沼の水
辺と親しみ、こ
れを大切にす
る

AA

A AA A

A

A AB

A

2 1

C

A

A A

A A

C C

水辺の生態
系の保護

Ｃ

漁業・林業関係者、地域住民、緑の少年団が中心となって
行われてきた三面川の「さけの森林づくり」等、ボランティア
森林整備の活動をさらに促進していきます。

2
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R1 H30 H29 H28 H27 H26 H25 H24 H23
基本目標

過去の評価
個別目標 施策方針 環境施策 担当課 令和2年度の取り組み状況計画期間全体の評価 R2評価

3 海岸部において新たに開発を行う場合には、生育地を避け
るなど配慮するとともに、市民、事業者、団体等と行政との
連携を密にし、情報を共有します。

農林水産課

関係機関と連携しながら、情報交換
することができた。

風力発電計画、三面川改修計画に
おける各会議の情報共有を積極的
に収集している。 C C E E E E E E × ×

4 既存の生育地に対しては、保護地区を設定するなどの復
元対策を検討します。 環境課

保護地区を設置することはできな
かったが、保護柵を設置し、対策を
行った。

H28年度設置の保護柵が現存して
おり、水準は維持されている。 D D D B B B E E × ×

4 1 貴重な野生
動植物の保
護

1 保護すべき貴重な野生動植物の生物種及び生息・生育地
について、本市独自の基準や指定を検討するなど、絶滅が
危惧される野生動植物の保護に努めます。

生涯学習課

特別天然記念物であるカモシカに
ついては、自力で自然に返す等の
保護に努めた。

市民からの通報等をもとにカモシカ
の生息状況を随時確認し、保護に
努めた。 C C C C C C C D △ △

1 開発や造成による生息・生育地の減少、環境悪化などの影
響が回避あるいは低減されるように、開発事業者への監視
及び指導を強化します。 農林水産課

開発区域においては残地森林が適
正に確保されている。また、行為中
の区域においては、災害や苦情の
発生等がなかった。

林地開発許可申請に対する意見書
の提出と、残置森林等の管理に関
する協定の締結を行った。 C C C C C D D A ○ ○

2 国・県と協力し、野生動植物の違法な駆除・捕獲・売買、山
野草の乱獲、海浜植物の踏み荒らしや外来種の移入など、
生態系に影響を及ぼす行為を排除し、生物多様性の確保
に努めます。

環境課

県及び市民団体と情報共有を行った。県及び市民団体と情報共有を行っ
た。

C C C C C E E E × ×

3 野生動植物及びその生息・生育環境の保護等を通じて生
物多様性の保護に貢献している市民団体、NPOの活動状
況などを広報やホームページで紹介するなど、支援を行い
ます。

環境課

ＨＰや市報の掲載は行っていない
が、例年環境フェスタ開催等によ
り、各種団体の活動発表の場の提
供を行い支援していたが、台風やコ
ロナ禍により、期間の後半は実施で
きなかった

ＨＰや市報の掲載は行っていない
が、例年環境フェスタ開催等によ
り、各種団体の活動発表の場の提
供を行い支援していたが、R2年度
は、コロナ禍により開催できなかっ
た。

D D C C C E E E × ×

1 村上市都市計画マスタープランに基づいて本市の都市計
画を実行するに際して、”水とみどりの整備方針”にうたわ
れた自然環境の公益的機能の保全とともに、野生の動植
物との共生にも配慮します。

農林水産課

自然環境に配慮した各種事業を行
うことができた。

森林整備事業への積極的支援と治
山事業の推進による保安林の適正
管理を行い、森林の公益的機能の
維持保全に努め、森林公園等の維
持管理を推進した。

B B B B B B B B ○ ○

2 里山や農地で見られる野生の動植物の生息・生育環境の
保全・再生・創出を図るため、自然環境に配慮した農・林
道・かんがい排水等の整備を推進します。 農林水産課

資源維持には大切な対策であるた
め継続実施する。

禁漁区･禁漁日の設定。低・未利用
魚を採らないよう、網目の大きい漁
具を使用。 C C C E E E E E × ×

3 海面漁業に関して、魚類の個体数・種数の確保と漁獲物の
付加価値の向上を目的として、生産量及び漁獲量の自主
的な制限などの資源管理型漁業の取り組みを推進します。

農林水産課

安定的に漁獲を維持する為には必
要な事業であり継続実施する

海面漁協で漁業資源を保護するた
め稚魚放流を実施。市で事業費補
助。(事業費の1/3以内) C C C C C C C C ○ ○

4 “つくり育てる漁業”を目指して、栽培漁業や海面養殖業の
検討を行います。 農林水産課

該当事業がなく、実施しなかった。 未実施

E E C C C C C C ○ ○

4 外来種及び
鳥獣被害対
策の推進

1 湖沼等におけるブラックバス類（オオクチバス、コクチバス）
とブルーギル等の魚類の生息状況を把握するとともに、生
息が確認された場合には、駆除に関して検討を行います。

環境課
未実施 未実施

E E D D E E E E × ×

2 セイタカアワダチソウ等の外来植物が大量に生育する河川
敷や道路脇では、国・県と協力して、刈り取りや抜根などの
対策を講じます。

農林水産課

該当事業がなく、実施しなかった。 農道路肩、水路敷の除草に関して
は、各地区農家組合活動、多面的
機能支払交付金による活動、地先
農業者により実施されている。農地
被害面から目立った苦情が上がっ
ていないためセイダカアワダチソウ
等の外来種駆除に特化した対応は
とっていない。

D D E E E E E E × ×

3 新たな外来植物の大量発生を防止するため、耕作放棄地
の解消に向けた農業生産基盤の整備を推進します。 農林水産課

国の施策の活用により農地の保全
が図られた。

日本型直接支払交付金の３事業を
積極的に推進し、事業効果を発揮
している。

B B B B B B B D ○ ○

4 ニホンザル、ハクビシン、ツキノワグマによる農作物への被
害を防止するため、村上市鳥獣被害防止計画に基づいて、
捕獲（駆除）や有害鳥獣を誘引しにくい集落の整備等に努
めます。

農林水産課

電気柵の整備、集落環境診断、有
害鳥獣駆除を合わせて行うことで、
農作物被害の低減が図られた。

有害鳥獣の捕獲（駆除）
電気柵の設置。
集落環境診断・集落説明会の実施 B B B B B B B B ○ ○

5 農村の自然環
境を大切にす
る

1 自然豊かな
農地の保全

1 村上市農村環境計画に基づいて、農地及び農村における
環境保全を推進します。 農林水産課

国の施策の活用により農地・農村
環境保全推進が図られた。

多面的機能支払交付金、人・農地
プラン等の国の施策の積極的な推
進。

A A A A A B C D ○ ○

2 害虫の発生を防止し、快適で豊かな農村環境を保全するた
め、耕作放棄地の拡大防止、保水能力の向上など、農地
の持つ環境保全機能の確保に向けた農業生産基盤の整
備を推進します。

農林水産課

国の施策の活用により農地の保全
が図られた。

日本型直接支払交付金の３事業を
積極的に推進し、事業効果を発揮
している。 B B B B B B B D ○ ○

3 耕作放棄地の拡大防止を目的とし、農家の担い手不足の
解消と農業生産力の向上を視野に入れ、事業者等による
農業への参入や農業法人の設立等を促進します。

農林水産課
国の施策の活用により農地の保全
が図られた。

日本型直接支払交付金の３事業を
積極的に推進し、事業効果を発揮
している。

B D D D D D D D ○ △

1 海浜植物の
保護

2緑豊かな山々
と美しい水辺
のある自然と
親しみ自然と
共生する

野生の動植物
を保護し、生
息・生育環境
を大切にする

生物多様性
の確保

2

人と野生の
動植物との
共生

3

3

美しい海岸を
大切にする

3 / 12 ページ



R1 H30 H29 H28 H27 H26 H25 H24 H23
基本目標

過去の評価
個別目標 施策方針 環境施策 担当課 令和2年度の取り組み状況計画期間全体の評価 R2評価

1 自然豊かな
農地の保全

4 農村公園や農村環境改善施設の整備などにより、農村環
境の保全に努めます。 農林水産課

施設の適正な維持管理により農村
環境の保全が図られた。

既存施設の適正管理を実施し、利
用の促進が図られた。 C C A A A A A A ○ ○

1 農業関係団体と協力し、農薬や化学肥料の使用を抑えた
環境に配慮した農業の支援・指導を実施します。 農林水産課

環境保全型農業直接支援交付金
事業の推進を継続実施する。

環境保全型農業直接支援交付金
事業を周知すると共に事業実施に
対して支援。

D C C C C C D B ○ ○

2 食の安全・安心とこれにつながる農産物のブランド化を目
指して、農産物の高付加価値化や地産地消の取り組みを
推進します。

農林水産課
地産地消や市内外へのPR活動に
より、村上産食材の周知が図られ
た。

地産地消を推進した。料理講習会
を開催した。 C C C B B D D D ○ △

3 神林有機資源リサイクルセンター、朝日有機センターの利
用促進などにより、適正な家畜糞尿処理及び資源循環型
農業を推進します。

農林水産課
適正な家畜糞尿処理及び資源循環
型農業の推進が図られた。

有機センターの利用促進を周知し
た。 C C C C C C C C ○ ○

2 1 1 大気汚染の
防止

1 事業施設の大気汚染防止を図るため、事業者および関係
機関との連携により、ばいじん対策等、施設の監視指導を
徹底します。

環境課
特段事例がなく、指導するケースが
なかったが、体制は整っている。

特段事例がなく、指導するケースが
なかったが、体制は整っている。 C C C C C C C C × ×

2 現在県で実施されている継続的な大気質調査に基づいて、
大気の状況を監視し、光化学スモッグ注意報の発令時等、
大気汚染が発生した場合には、速やかに原因を究明すると
ともに、市民への情報提供を行います。

環境課

発生がなく特段取り組みはなかった
が、県からの情報伝達訓練などに
より体制が整っている。

発生がなく特段取り組みはなかった
が、県からの情報伝達訓練などに
より体制が整っている。 A A A A A A A A ○ ○

3 大気汚染防止の観点から、道路整備を推進するとともに、
自動車排出ガス規制の取り組みについて検討します。 環境課

市内４か所に電気自動車充電スタ
ンドを設置し、次世代自動車への転
換を図った。

4か所の電気自動車充電スタンドの
稼働。 D D D B B B B E × ×

4 基準を満たさない小型簡易焼却炉の使用禁止や野焼き等
の不法焼却の禁止を周知徹底し、監視や指導を強化しま
す。

環境課
広報で周知し、通報があった時は
適切に対応した。

広報で周知し、通報があった時は
適切に対応した。 A A A A A A A A ○ ○

5 大気汚染防止を目的として、日常生活や事業活動における
アイドリングストップの励行を推進します。 生涯学習課

庁用車運行時のアイドリングストッ
プに努めた。

庁用車運行時のアイドリングストッ
プの励行。 ○ ○

自治振興課

ＳＤＧｓを意識しながら取組を行うよ
う努めたことで、排気ガス抑制だけ
でなく、燃費の向上も図られてい
る。

業務のほか、業務以外でも各自で
アイドリングストップを心掛けた。ま
た移動経路の短縮化、積載物の縮
小にも努めた。

○ ○

環境課
勤務中におけるアイドリングストップ
の励行し、大気汚染防止の推進を
図った。

勤務中におけるアイドリングストップ
の励行 △ △

6 大気汚染防止の取り組みにより澄んだ空気と見通しの良さ
を確保し、併せて近隣市とも協力して夜間の照明、特に上
向きの照明を極力減らすなどにより、光害の発生を抑制し
ます。

環境課

特段の取り組みはなかった。 特段の取り組みはなかった。

D D D D D E E E × ×

2 悪臭の発生
抑制

1 悪臭防止法に基づき、事業活動により発生する悪臭発生
の抑制を図ります。

環境課

臭気測定を行い臭気指数の高い畜
舎に対し状況の把握、改善に向け
た話し合いを行い改善を図った。

臭気測定を行った。臭気指数の高
い畜舎に対し状況の把握、改善に
向けた話し合いを行った。 B B B B B C C C △ △

2 下水道への接続促進や合併処理浄化槽の設置促進によ
り、生活排水等から発生する悪臭の低減を図ります。 環境課

村上市合併処理浄化槽設置整備
事業補助金交付要綱に基づき申請
を受け付けしている。

村上市合併処理浄化槽設置整備
事業補助金交付要綱に基づき申請
を受け付けしている。 A A A A A A A A ○ ○

3 畜舎から発生する悪臭については、“家畜排せつ物の管理
の適正化及び利用の促進に関する法律”に基づき適正に
管理が行われるように指導します。

環境課

法令に基づき、届け出の受理等を
行った。また、必要に応じて対応し
た。

一部地区では「近隣住民」「事業者」
「行政」の３者で畜舎の状況を確認
し、必要に応じて指導を行った。
また、畜産事業者へ「臭気対策につ
いて」文書を手渡しによる啓発を
行った。

B B B B B C C C △ △

2 清らかなおい
しい水を守る
（水環境の保
全）

1 水質汚濁の
防止

1 事業施設の水質汚濁防止を図るため、事業者および関係
機関との連携により、施設からの排水について監視指導を
徹底します。

環境課

水質汚濁の恐れのある事業所にお
いて、排水の水質検査を行い、状
況を確認した監視を行った。

水質汚濁の恐れのある事業所にお
いて、排水の水質検査を行い、状
況を確認した。 A A A A A A A A ○ △

2 国・県と協力し、河川等公共用水域の水質検査を継続的に
実施し、安全・安心な水質の保全に努めるとともに、水質汚
濁が発生した場合には、速やかに原因を究明し、対策を講
じます。

環境課

公共用水域等の水質検査を実施し
た。水質汚濁発生時には関係機関
と連携し、対応する体制が構築され
ている。

公共用水域等の水質検査を実施し
た。水質汚濁発生時には関係機関
と連携し、対応する体制が構築され
ている。。

A A A A A A A A ○ ○

3 下水道への接続促進や合併処理浄化槽の設置促進によ
り、生活排水等が原因となる水質汚濁の発生を抑制しま
す。 環境課

村上市合併処理浄化槽設置整備
事業補助金交付要綱に基づき申請
を受け付け補助を行い水質汚濁の
発生を抑制している。

村上市合併処理浄化槽設置整備
事業補助金交付要綱に基づき申請
を受け付けしている。 A A A A A A A A ○ ○

1 農村の自然環
境を大切にす
る

5

環境に配慮
した農業の
推進

2

BBC B B B B

清潔で安全・
安心な生活の
中で資源の循
環を追求する

さわやかで気
持ちの良い空
気を守る（大
気環境の保
全）

B

緑豊かな山々
と美しい水辺
のある自然と
親しみ自然と
共生する
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R1 H30 H29 H28 H27 H26 H25 H24 H23
基本目標

過去の評価
個別目標 施策方針 環境施策 担当課 令和2年度の取り組み状況計画期間全体の評価 R2評価

1 水質汚濁の
防止

4 水環境の保全意識の向上と保全活動の促進を図るため、
周知と情報提供を推進します。

環境課

水環境の保全意識の向上と保全活
動の促進を図るため、清流「荒川」
アピール連絡会議の出席や「新潟
県の名水」推薦やPR等を通して、周
知と情報提供を推進します。

清流「荒川」アピール連絡会議の出
席や「新潟県の名水」推薦やPR(市
役所市民ホールで村上市で開催し
た名水サミットの模様を動画で流す
など）を通して推進した。

A B B A A D D D △ △

1 村上市水道ビジョン等に基づき、水質のレベルアップを図る
など、良質な水の供給に努めます。

上下水道課

水道施設の拡張事業や統合事業を
計画的に実施しながら適正な維持
管理を行い、良質な水の供給に努
めた。

水道施設の維持管理の効率化を図
るなど、適正な維持管理に努めた。

B B B B B B B B ○ ○

2 上水道の水源地に関して開発行為等の状況の変化に留意
し、定期的なパトロールや監視を行います。

上下水道課

水源地付近で開発行為や工事等が
計画されている場合は適切な指導
を行なった。また、水源地の定期的
なパトロールや監視を実施し、水質
に起因する事故が発生しなかった。

定期的なパトロール等により監視を
行っている。

B B B B B B B B ○ ○

3 下水道の整
備

1 公共下水道未普及区域のある村上地区、荒川地区につい
て、下水道整備を実施し、処理区域の拡大を推進します。 上下水道課

公共下水道の整備を進め、未普及
区域の解消に努めた。

村上地区において下水道整備を実
施した。（荒川地区は完了） B B A A A A A A ○ ○

2 公共下水道事業完了地区及び集落排水事業完了地区の
水洗化を促進します。

上下水道課

個別訪問等の普及活動に取り組
み、目標値に達したが、県平均には
達していない。

前年度工事完了地区へ、下水道接
続依頼の文書を個別に配布した。
接続率の低い地区の未接続世帯に
対し、戸別訪問による水洗化の普
及推進を実施した

C C C C C C C C △ △

3 下水道整備予定区域外の地域において、汚水処理対策と
しての合併処理浄化槽の普及を促進します。

環境課

村上市合併処理浄化槽設置整備
事業補助金交付要綱に基づき申請
を受け付け、合併処理浄化槽の普
及を促進している。

村上市合併処理浄化槽設置整備
事業補助金交付要綱に基づき申請
を受け付けしている。 A A A A A A A A ○ ○

3 土壌と地下水
の安全を守る

1 土壌汚染の
防止

1 既往の土壌汚染地域に対して、モニタリング調査を継続し、
その結果を公表するとともに、事業者や地域住民への啓発
活動を通じて、新たな土壌汚染の発生を未然に防止しま
す。

環境課

関係機関と連携しながら、水質検査
を実施。 C C C C C C D D △ ×

2 農薬の使用状況を把握するとともに、農薬の適正使用につ
いて啓発に努めます。 農林水産課

農薬の適正使用について周知が図
られた。

農業者に対して、農薬使用につい
て啓発を実施。 C C C C C C C D △ △

2 地下水汚染
の防止

1 事業施設の地下水汚染防止を図るため、事業者および関
係機関との連携により、施設からの排水について監視指導
を徹底します。 環境課

事業施設の地下水汚染防止を図る
ため、事業者および関係機関との
連携により、施設からの排水につい
て、水質検査を行い監視指導を徹
底します。

関係機関と連携しながら、水質検査
を実施。

A A A A A A A A ○ ○

2 県と協力して、定期的な地下水水質調査を実施し、その結
果を公表するとともに、地下水汚染が発生した場合には、
速やかに原因を究明し、対策を講じます。 環境課

県と協力して、定期的な地下水水
質調査を実施し、その結果を公表
するとともに、地下水汚染が発生し
た場合には、速やかに原因を究明
し、対策を講じます。

公共用水域等の水質検査を実施
し、「環境の状況報告書」により結
果を公表した。水質汚濁発生時に
は関係機関と連携し、対応を図っ
た。

A A A A A A A A ○ ○

3 良質な地下水を確保し、地下水位の低下を防ぐため、地下
水の涵（かん）養に努めるとともに、井戸の使用状況につい
て把握します。

環境課
未実施 未実施

E E E E E E E E △ △

4 静かで落ち着
いた環境を守
る

1 騒音と振動
の軽減

1 騒音規制法、振動規制法及び新潟県生活環境の保全に関
する条例に基づき、適正に監視、指導を行います。 環境課

法令に基づき、届け出の受理等を
行った。また、必要に応じて対応を
行った。

法令に基づき、届け出の受理等を
行った。また、必要に応じて対応し
た。

A A A A A A A A ○ ○

2 現在の市街地や集落の静かで落ち着いた環境を守ってい
くため、日常生活や事業活動に伴う近隣騒音の発生を未然
に防止します。

環境課
住民からの苦情相談窓口を設け、
対応した。

住民からの苦情相談窓口を設け、
対応した。 B B B B B D D D △ △

3 日本海東北自動車道を含む幹線道路に対して、定期的な
騒音・振動調査を実施し、その結果を公表するとともに、騒
音・振動公害が発生した場合には、速やかに原因を究明
し、対策を講じます。

環境課

高速道路での騒音測定について
は、苦情がないため実施していな
い。

高速道路での騒音測定について
は、苦情がないため実施していな
い。 A A A A A A A A ○ ×

5 安全・安心な
生活を確保す
る

1 化学物質に
よる環境汚
染の防止

1 県と協力し、有害化学物質を使用する事業所における廃棄
物の処理状況等の情報収集を行います。 環境課

関係機関等から情報収集を行った。 関係機関等から情報収集を行っ
た。 C C C C C C C C △ ×

2 化学物質による環境汚染事故が発生した場合には、県と
連携して迅速な対策を講じます。 環境課

環境汚染事故は発生しなかった 環境汚染事故は発生しなかった

A A A A A A A A ○ ○

2 清潔で安全・
安心な生活の
中で資源の循
環を追求する

清らかなおい
しい水を守る
（水環境の保
全）

上水道の整
備及び水源
地の保全

2

2
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R1 H30 H29 H28 H27 H26 H25 H24 H23
基本目標

過去の評価
個別目標 施策方針 環境施策 担当課 令和2年度の取り組み状況計画期間全体の評価 R2評価

1 化学物質に
よる環境汚
染の防止

3 国・県により開示される放射線量及び放射性セシウム沈着
量に関して、広報等を通じて伝えるとともに、村上市産農産
物の安全性に関して、積極的に公表します。

総務課

平成30年度までの間については、
学校・保育園の空間線量をホーム
ページで公表していたが、令和１年
の山形県沖地震、令和2年の新型
コロナウイルス感染拡大の影響に
より、各校・各園の線量測定の実施
ができなかった。線量測定において
は、各施設の線量をきめ細かく把握
できたものと評価します。

取り組み出来なかった。

E A A A A A － － － －

2 1 山地災害の未然防止対策として、積極的な治山事業の導
入を図ります。

農林水産課

実施要望に基づき、事業を効果的
に実施し山地災害の未然防止対策
が図られた。

実施要望に基づき、事業を効果的
に実施した。また、地震に伴う危険
箇所を把握するために現地調査を
実施した。

A A A A A A A B ○ ○

2 河川の災害危険箇所の把握に努め、河川災害の未然防止
となる整備を推進します。

建設課

法妙川、稲耕地沢川、童子川、渡
山辺里川、金剛川の整備を行い河
川災害の未然防止を図った。
滝矢川の河川断面を改修し、流下
能力を高めたことにより河川災害の
防止を図った。

普通河川滝矢川及び準用河川金
剛川の改修を行った。

B B C C C D D C × ×

3 平野部の浸水被害多発区域については、重点的に整備を
進め、豪雨時における浸水被害の解消を図ります。

建設課

岩船地区冠水対策事業として流末
排水路の整備を実施した。
山居前地区の排水路に防草コンク
リートを施工し、流下能力を向上さ
せ浸水被害の解消を図った。

山居前地区冠水対策事業として、
継続的に排水路の防草コンクリート
を施工した。 C C C C C D C D △ △

4 国・県と協力し、河川における土砂堆積や草木の繁殖によ
る河積の減少を防止します。 建設課

県管理河川について河床掘削、伐
木が実施され、河積の減少防止が
十分に図られた。

県管理河川の河床掘削、河床整
正、伐木が実施された。 A A D C C D D D ○ ○

6 ごみの汚れの
ない美しいま
ちを創造する

1 ごみの不法
投棄の撲滅

1 不法投棄巡回パトロールを定期的に実施し、防止対策、意
識啓発、不法投棄ごみの処分等の方策を検討します。

環境課

「村上市」や「村上市環境パトロー
ル車」の表示を付けた車で不法投
棄巡回パトロールを定期的に実施
し、防止対策、意識啓発、不法投棄
ごみの処分等の方策を検討しま
す。

「村上市」や「村上市環境パトロー
ル車」の表示を付けた車でながらパ
トロールを実施した B B B B B B C C △ △

2 不法投棄箇所に対しては、状況に応じて柵・フェンス等の防
止対策を施すとともに、不法投棄の再発防止のため看板等
を設置して注意を喚起します。

環境課

例年抑止効果の期待できる数種類
看板を作成している。

希望する町内に配布し、設置して頂
いている。 A A A A A A A A ○ ○

3 不法投棄の現状を広報等により公開し、不法投棄防止に
向けた啓発を行います。 環境課

不法投棄の現状を広報等により公
開し、不法投棄防止に向けた啓発
を行いました。

不法投棄防止を広報で啓発した。

B B B B B B C C △ △

4 県等関係機関との連携を密にし、不法投棄物の処分を促
進します。 環境課

下越地区廃棄物不法処理防止連
絡協議会に参加をし、県等関係機
関との連携を密にし対策を行いまし
た。

下越地区廃棄物不法処理防止連
絡協議会の事業として、不法投棄
の看板を作成し、希望区長へ配布
した。

A A A A A A A A ○ ×

5 不法投棄の温床となっている農道・林道、中山間地の渓床
等において、地域住民との協力のもとに草刈等の防止活動
を行います。

農林水産課

草刈等の維持管理を徹底したこと
により、道路区域内における不法投
棄の予防に努めた。 C C C C C C C C × ×

2 ごみの散乱
防止

1 村上市ごみの散乱等防止条例に従い、市民・事業者・行政
の連携により、ごみの散乱防止に努めます。 環境課

村上市ごみの散乱等防止条例に従
い、市民・事業者・行政の連携によ
り、ごみの散乱防止に努めます。

防止看板の設置、ながらパトロール
の実施、市民からの通報により、努
めた。

○ ○

観光課
市民・事業者・行政が連携した取り
組みにより、ごみの散乱を防止する
ことができた。

海水浴場清掃業務委託(瀬波温泉
及び周辺観光施設、山北)、市民等
との連携による海岸清掃。

△ △

2 空缶・空きびん・ペットボトルからたばこの吸殻に至るまで、
屋外で生じたごみは必ず持ち帰り、適正に分別・処理しま
す。

環境課
広報、ＨＰ、出前講座の実施によ
り、適正処理を周知します。

広報、ＨＰ、出前講座の実施によ
り、適正処理を周知します。 A A A A A A A A ○ ○

3 フンの始末を始めペットの飼い方について飼い主としての
意識向上の啓発を行います。

環境課

狂犬病予防接種時に広報を行っ
た。市報に記事を掲載してフンの始
末を始めペットの飼い方について飼
い主としての意識向上の啓発。

狂犬病予防接種時に広報を行っ
た。市報に記事を掲載して周知を
図った。希望町内に対し防止表示
看板を配布した。

A A A A A A A A ○ ○

3 環境美化活
動の促進

1 クリーン作戦の実施や、清掃活動を支援するなど、地域住
民や民間団体、事業者及び行政との協働による継続的な
環境美化活動を促進します。

環境課
ボランティア清掃時のごみ袋の配
布、集積されたごみの回収、処理を
行った。

ボランティア清掃時のごみ袋の配
布、集積されたごみの回収、処理を
行った。

A A A A A A A A ○ ○

2 清潔で安全・
安心な生活の
中で資源の循
環を追求する

安全・安心な
生活を確保す
る

5

A A

自然災害の
防止

A AA AAA
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R1 H30 H29 H28 H27 H26 H25 H24 H23
基本目標

過去の評価
個別目標 施策方針 環境施策 担当課 令和2年度の取り組み状況計画期間全体の評価 R2評価

6 ごみの汚れの
ない美しいま
ちを創造する

3 環境美化活
動の促進

2 雑草・雑木が繁茂する空き地や耕作放棄地に対処するた
め、空き地所有者による管理を促すとともに、農業生産基
盤の整備を推進します。

市民課

雑草・雑木が繁茂する空き地（宅
地）について近隣住民から通報が
あったものは、その都度適正管理を
依頼してきたが、管理されない空き
地が減少することはなく、全体を通
しては達成には困難であった。

空き地(宅地）の草刈り等（除草等）
が適切に行われず近隣住民等に迷
惑が掛かっている場合においては、
村上市空き家等の適正管理に関す
る条例に基づき、所有者等に適正
な管理を行うよう、文書や電話等で
対処をお願いした。

C C C C C C C C △ △

自治振興課

３Ｒの推進が限りある資源を有効活
用する取組であるという意識が高揚
してきている。

用紙の裏面利用をはじめ、消耗品
類の再利用に努めた。 ○ ○

財政課

1,500社から提出された入札参加申
請時のフラットファイルをすべて再
使用するなど積極的に再使用を推
進した。

再利用可能な物品についての再使
用励行

○ ○

環境課

循環型社会形成を実現するため、
一般廃棄物処理基本計画に基づい
て、３R（ごみの発生抑制や再使
用、再生利用）を推進します。

収集した「資源ごみ」をリサイクル処
理し、再資源化を図った。

△ △

2
生涯学習課

一般廃棄物の減量化取組と正しい
分別に努めた。

事業活動に伴い発生する廃棄物の
分別、再利用の徹底。
エコ認定商品の購入。

○ ○

財政課

事務室で発生するごみについて、
徹底して資源ごみと可燃ごみの分
別が行われており、職員の意識も
高く保たれている。

事務室で発生するごみの分別徹底

○ ○

3 広報やホームページ、各種イベント等を通じた３Rの普及を
促進します。

環境課

期間の後半は、台風やコロナ禍で
環境フェスタを介して普及PR活動
はできなかったが、ホームページ及
び出前講座にて３RをPRした。

R２年度はコロナ禍のため環境フェ
スタを中止し普及PR活動はできな
かったが、ホームページ及び出前
講座にて３RをPRした。

B B B B B C C C △ △

2 廃棄物の適
正処理の促
進

1 現在（平成22年度）計画中の新ごみ処理場の建設を促進し
ます。 環境課

平成27年3月22日竣工。（平成27年
3月23日本稼働）　問題もなく、順調
に運営されている。

平成27年3月22日竣工。（平成27年
3月23日本稼働）　問題もなく、順調
に運営されている。 A A A A A A A A ○ ○

2 一般廃棄物処理基本計画に基づいて、ごみの適正処理を
推進します。 環境課

ごみの分別や３Rの促進、生ごみ処
理機補助金の実施など、計画に基
づいて推進している。

ごみの分別や３Rの促進、生ごみ処
理機補助金の実施など、計画に基
づいて推進している。 A A A A A A A A ○ ○

3 災害発生時における災害廃棄物の処理に適切かつ迅速に
対応するため、災害廃棄物処理計画を策定し、平常時から
関係機関と連携して、被災時における廃棄物処理体制を構
築します。

環境課

策定に向け、目途がついた。 未策定ではあるが、モデル事業に
参加し、策定に向けて取り組んだ。 C C C C C C E E × ×

3 1 歴史と伝統を
継承し、新た
な文化を創造
する

1 文化財の保
護

1 文化財保護法及び新潟県文化財保護条例・村上市文化財
保護条例に基づき、指定文化財を適正に保護します。

生涯学習課

貴重な文化財を市指定化すること
により保存を推進するとともに、指
定文化財の保存修理に対し補助金
を交付し文化財の保存・活用を行っ
た。

2件の民俗芸能を市指定文化財に
指定することにより保護を図った。
また、市文化財保存事業補助金等
により国・県・市指定文化財の保
存・活用を支援した。

Ａ B A A A A A A ○ ○

2 本市のランドマークである史跡村上城跡・平林城跡の保
存・整備を促進します。

生涯学習課

村上城跡・平林城跡ともに整備基
本計画にのっとった上で整備委員
会及び文化庁の指導を得て、国庫
補助金の交付を受けて整備を継続
的に進めた。ただし、補助事業の査
定により、年次計画の遅れがみら
れる。

村上城跡・平林城跡ともに、整備基
本計画にのっとり、整備委員会及び
文化庁の指導を得て整備を継続的
に進めた。 Ａ A A A A B A A ○ ○

3 祭事等の伝統行事の継承と観光への活用を支援します。

生涯学習課

文化財指定化、映像の記録保存、
補助金交付による用具等の整備な
どの措置を講じている。また、国指
定の村上祭については、保存修理
委員会を設置し、屋台修理等を推
進する体制作りを行った。

新型コロナウイルス感染症対策の
ため県指定大須戸能薪能は中止し
た。
国指定村上祭の屋台行事は上記と
同様で中止となったが、村上祭保
存修理委員会を設置し、屋台修理
等を推進する体制作りを行った。
牛屋獅子舞・福田獅子踊りを市指
定文化財に指定し保護を図った。

Ａ A A A A B B D ○ ○

B

B B B

清潔で安全・
安心な生活の
中で資源の循
環を追求する

2

資源を大切に
する循環型社
会を作る

7 ３Ｒの普及促
進

1

歴史と伝統の
ある地域社会
の中で快適な
暮らしを創造
する

A A B B

日常生活や事業所の事業活動により発生する一般廃棄物
について、マイバッグ運動やレジ袋対策等による減量化の
取り組みと正しい分別により、排出量の減量とリサイクル率
の向上を促進します。 B B B DB BB

循環型社会形成を実現するため、一般廃棄物処理基本計
画に基づいて、３R（ごみの発生抑制や再使用、再生利用）
を推進します。

1

A
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R1 H30 H29 H28 H27 H26 H25 H24 H23
基本目標

過去の評価
個別目標 施策方針 環境施策 担当課 令和2年度の取り組み状況計画期間全体の評価 R2評価

1 歴史と伝統を
継承し、新た
な文化を創造
する

1 文化財の保
護

4 埋蔵文化財（遺跡）は、適正に保存もしくは記録保存された
後、出土品を適切に保管するとともに、展示による一般公
開や講座の開催等を通じて、地域住民の郷土史理解と愛
郷心の醸成を図ります。 生涯学習課

郷土資料館や縄文の里・朝日では
企画展を開催し、地域住民や観光
客に向けて、市内の埋蔵文化財を
PRしている。歴史文化館では毎年
テーマを変えて市内の遺跡から出
土した品々を展示し、職員が解説
会を開催し好評を得ている。

市内遺跡から出土した遺物の整理
を行うとともに郷土資料館、村上歴
史文化館、縄文の里・朝日でそれ
ぞれ企画展を開催した。 B B A A A A B B ○ ○

2 歴史景観の
保全

1 史跡村上城跡・平林城跡とその周辺の自然景観との調和
に配慮し、歴史景観の保全を推進します。 生涯学習課

定期的な除草作業を行うとともに、
間伐を行うことにより、うっそうとした
史跡内外の景観が大幅に改善され
た。

両城跡において除草作業や倒木処
理等を実施し、景観の保全を図っ
た。 B B B B B B B B ○ △

2 指定文化財の寺社及び武家住宅等の保存・修理に対する
支援を行い、適切な保全を図ります。

生涯学習課

若林家住宅では防火対策が徹底さ
れ、浄念寺や耕雲寺では修繕に対
し支援を行った。しかし、若林家住
宅を含めた武家住宅では茅葺屋根
の老朽化が著しいが修復は進んで
いない。

若林家住宅では落雷により自動火
災報知機の基盤が損傷したため、
交換工事を行った。

D D B A A A A A ○ ○

都市計画課

景観づくりに十分な予算を費やすこ
とは困難な状況になったが、継続し
て助成金の交付は行うことができ、
歴史的景観の維持、継承に努め、
良好な住環境の形成に寄与でき
た。

　市景観条例、市景観形成助成金
交付要綱に基づき、市景観計画に
定められた重点地区内の交付対象
行為に対して助成金を交付した。 ○ △

生涯学習課

「村上市歴史的風致維持向上計
画」に基づき、歴史的町並みの保全
は計画的に進んでいる【都市計画
課】。

「村上市歴史的風致維持向上計
画」に基づき、歴史的町並みの保全
に向けた活動に取り組んだ。 △ △

2 快適な暮らし
と生活空間を
創造する

1 市民が憩え
る公園や広
場の整備

1 都市公園、児童公園、中州公園等を清潔で安全・快適な状
態で維持できるよう、適切な管理を行います。 建設課

日常的な維持管理を環境課で実施
し、清潔で安全・快適な状態が維持
されている。

適切な維持管理を行った。

△ ○

生涯学習課

当該公園では、除草作業のほか、
外来種の老木の伐採により、適切
な環境整備を行っている【都市計画
課】。

市民の憩いの場であり市外観光客
も多く訪れるまいづる公園、お城山
（村上城跡）、要害山（平林城跡）に
おいて、指定管理者やそれぞれ地
元に除草等の管理を委託した。

○ ○

環境課
委託及び現場確認を適正に行い所
管課への連絡・協議では適切に
行った。

委託及び現場確認を適正に行い所
管課への連絡・協議では適切に
行った。

○ ○

2 1 公共施設のバリアフリー化を推進します。

都市計画課

新潟県福祉のまちづくり条例に基づ
き、バリアフリー化を指導・助言を続
け、特に公共施設のバリアフリー化
に率先して努めた。

　新潟県福祉のまちづくり条例に基
づき、バリアフリー化を指導・助言を
した。 C C C B B B B B ○ ○

2 道路整備にあたっては、歩道上の通行支障物の撤去や移
動、路肩の拡幅などを進め、安全・安心で人に優しい歩行
空間を確保します。 建設課

道路改良にあたり、適正な路肩幅
の確保と蓋付の道路側溝を設置す
ることにより、歩行者空間の確保を
図った。老朽化した道路側溝の改
修を行い安全な歩行者空間を確保
した。

道路改良工事４路線、側溝改修工
事４路線を実施した。

C C C C C D D C △ △

3 身近な緑の
確保（緑化
の推進）

1 アドプト制度の活用等、地域住民を主体とした身近な公園
の管理について検討を行います。

建設課

まちづくり協議会と連携し、道路の
美化活動やポケットパークへ落ち葉
回収BOXを設置し、地域住民が取
り組みやすい環境整備に取り組ん
だ。

地元が主に使用する公園は地元に
管理をお願いし、ポケットパーク等
にはゴミ袋を支給や落ち葉回収ボッ
クスを設置している。

○ ○

生涯学習課

村上城跡・平林城跡・山元遺跡の
国史跡では一部地域住民や保存会
と協働で環境整備を行ったが、本格
的な実施には至っていない。今後
は、行政からの働きかけ（きっかけ
作り）により、地域住民が主体とな
る環境整備の体制作りが必要であ
る。

お城山（村上城跡）において、町内
会や地元企業とともに清掃活動を
計画したが新型コロナウイルス感
染症のため中止となった。 ○ ○

観光課

住民と連携した公園の管理を行うこ
とができた。

南大平ダム湖公園、お幕場大池公
園、お幕場森林公園における施設
維持管理業務委託。

△ △

2 花壇やプランターを利用した身近な緑化を推進します。

都市計画課

住民の協力により、緑地整備やプラ
ンターの設置など、身近な緑を確保
することができた。

各町内会の協力により、公園緑地
の整備を行った。 B B B B B B B C ○ ○

B B B B B B B B

歴史と伝統の
ある地域社会
の中で快適な
暮らしを創造
する

B

BB B

BB

BBB

景観形成地区においては、歴史的町並みの風景を維持・
継承しながら、良好な住環境の形成に努めます。

C

C B BC

快適で人に
やさしい生
活環境の整
備

町並みの保
全と創造

3

C

B

3

1
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2 花壇やプランターを利用した身近な緑化を推進します。

生涯学習課

所管施設における樹木や草花の維
持、除草作業により緑化維持管理
を行った。

所管施設における樹木や草花の維
持、除草作業により緑化維持管理
を行った。

○ ○

観光課
公共施設等における花苗の植栽を
行い、緑化を推進することができ
た。

村上市民ふれあいセンター花壇に
花苗の植栽を行った。 △ △

3 並木の植栽や壁面緑化、緑のカーテンなど、豊かな自然環
境を保全・育成・活用した心地よい生活空間の創出を推進
します。 都市計画課

生垣の数は年々減少はしている
が、生垣保有者に対するゴミ袋支
給により景観資源の維持管理に貢
献し、心地よい生活空間の創出を
図ることができた。

市景観計画に定められた重点地区
である旧武家町地区内の生垣保有
者に対して生垣の清掃用としてゴミ
袋を支給し、生垣の保持に努めた。

D D D C D D D D ○ ○

1 村上市地球温暖化対策実行計画に基づいて、市全体及び
行政の事業により発生する温室効果ガスの排出量削減を
推進します。

生涯学習課

温室効果ガスの排出量削減に努め
た。

庁用車運転時のアイドリングストッ
プの励行。
所管施設での節電。 ○ ○

環境課

4つの再エネ関連補助金や市内4か
所の公共施設(みどりの里、穂波の
里、荒川支所、イヨボヤ会館）への
EV自動車用充電器の設置、公共施
設屋根への太陽光パネル設置など
で、温室効果ガス排出量削減を推
進した。

住宅用太陽光発電システム設置費
及び木質バイオマスストーブ設置費
に補助金を交付し、市内の温室効
果ガス排出量削減を推進した ○ ○

2 市街地間の移動に関しては、公共交通機関の優先的な利
用を促進するとともに、ノーマイカーデーの実施について検
討を行います。

自治振興課

公共交通機関の利用促進に対し、
取組を行ってきたが、ノーマイカー
デーの実施には公共交通における
利便性の確保や利用意識の一層
の高揚などといった課題があり、今
後も検討が必要である。

通学時の乗合率向上を図るなど、
公共交通の利用促進に努めた。
また六斎市やイベント等において相
乗りを呼び掛けるなどの取組を行っ
た。

D C B D D B B B ○ ○

3 公用車の導入・更新にあたっては、ハイブリッド自動車等の
温室効果ガス排出量の少ない車種を選定します。

環境課

自動車更新時の低公害車導入を推
進し、現在使用中のもので157台、
延べ台数で200台の低公害車を導
入した。

所管の庁用車を温室効果ガス外出
量の少ない車に変更した。また、引
き続き新規に導入する公用車の低
公害車導入を啓発した。

A A A B B B B B △ △

2 1 節電やエコドライブなど、日常生活や事業活動の中で身近
に実行できる省エネルギー・省資源の事例を紹介し、その
取り組みを支援します。

環境課

環境フェスタでのブース展示等で省
エネルギーに関する情報の紹介に
務めた

感染症対策のため環境フェスタを
中止したため、事例紹介の機会が
なかった。 E D A A A A A A ○ ○

2 風力・太陽光発電などの新エネルギーの普及を図るため、
国・県・市による支援制度や導入メリットなどの情報提供を
行うとともに、公共施設において率先的な導入を図ります。

環境課

住宅用太陽光発電システム設置費
補助金事業により、市内の再生可
能エネルギーの普及を図った。ま
た、岩船沖洋上風力発電の事業検
討、屋根貸しによるし尿処理場屋根
への太陽光パネルの設置を行っ
た。
HP等で再エネについての情報を提
供し普及啓発を図った。

市による新エネルギー導入支援制
度や住宅用太陽光発電の導入メ
リットなどをホームページで紹介し
た。
公共施設の屋根貸しによる太陽光
発電を継続した。

A A A A B B B B △ △

3 自然環境への負荷の軽減や省エネルギー・新エネルギー
の導入に積極的に取り組んでいる事業所・団体の取り組み
事例を広報やホームページを通じて広く紹介します。 環境課

環境フェスタで環境保全団体の
ブースを作り、活動の紹介を行っ
た。また令和２年度は市報を用いて
活動の紹介を行った。

感染症対策のため環境フェスタは
中止したが、その代替として市内の
環境保全団体の活動を市報で紹介
した。

B D A A B B B A ○ ○

4 環境マネジメントシステム（ISO14001、エコアクション21）の
認証を取得した事業者の増加を促進するため、本市内事
業者への周知を図ります。

財政課

認証取得が一般的となり、業者へ
の周知も必要がない段階に進んで
いる

入札参加資格申請に際し、「総合評
定値通知書」の提出を求め、その総
合評定値を等級格付けの総合評点
に加点することとしている。総合評
定値の算出においてはISOの取得
が加算対象とされており、入札参加
業者へのISO取得が促されている。

A A A A A A A A ○ ○

5 農業廃棄物（稲わら、もみ殻、畜糞等）や食品残渣等のバ
イオマスを利用した新エネルギーの導入を推進します。

環境課

市内業者によるバイオマスの再資
源化の取り組みを支援するために
地元住民説明等の補助などを行っ
た。

学校教育で食べ残しなど、給食残
渣をバイオマスに利用した再生可
能エネルギー（ガス、電気、農業堆
肥）再資源化を行った。

A A A A A C E E △ △

6 おがくずや間伐材等を利用したチップボイラーやペレットス
トーブの導入に関して検討を行います。

環境課

木質バイオマスストーブ設置費補
助金事業により、バイオマスストー
ブの普及に努めた。
また、市内でバイオマス関連の事業
を計画する事業者への支援等を
行った。

引き続き「木質バイオマスストーブ
設置費補助金」を交付し、一般家庭
や事業所等においてペレットストー
ブや薪ストーブの導入を支援した。 A A A A A A A A ○ ×

温室効果ガ
ス排出量の
削減

11地域から世界
を考え地球環
境の保全に取
り組む

4

AA A

B B

A ABB

B C

省エネル
ギー・新エネ
ルギー対策
の推進

地球温暖化対
策を推進する

身近な緑の
確保（緑化
の推進）

3歴史と伝統の
ある地域社会
の中で快適な
暮らしを創造
する

3 快適な暮らし
と生活空間を
創造する

2

B B B B

B
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2 省エネル
ギー・新エネ
ルギー対策
の推進

7 地域特性化を活かした再生可能エネルギーなど、先端的
環境技術の導入によるグリーンイノベーションの実現を目
指します。

環境課

H26から検討を始めた「岩船沖洋上
風力発電事業」をはじめ、事業者提
案を中心に様々な再生可能エネル
ギーの導入検討を行った。

国、県の動向に同調し、洋上風力
発電の実現に向けて推進した。ま
た、木質バイオマス発電、地熱発電
などの事業者提案があったものに
対し対応した。
村上市地球温暖化対策地域協議
会内で地域で事業者が検討してい
る事業の進捗等について報告し
た。

A A B B C C － － － －

3 二酸化炭素
吸収源対策
の推進

1 森林の持つ二酸化炭素吸収源機能の周知を図るとともに、
適正な森林整備を推進します。

農林水産課

森林の持つ二酸化炭素吸収源機
能の周知を図るとともに、適正な森
林整備を推進することができた。

外郭団体と協力し、講演会や林業
教室等を開催、森林多面的機能に
ついての周知を行った。また、二酸
化炭素吸収源対策強化のため間伐
施業に対する支援を推進した。

△ △

生涯学習課
所管施設における植栽の適切な管
理に努めた。

所管施設における植栽の適切な管
理。 △ △

2 カーボンオフセット事業の導入に関して検討を行います。
農林水産課

令和4年度から実施する予定のた
め、これまでは未実施

未実施 E E E E E E E E × ×

1 オゾンホールや酸性雨発生に関する最新情報を収集・開示
することにより、市民の意識啓発に努めます。

環境課

県がH22からH26までに行った酸性
雨のモニタリング結果等を環境フェ
スタ等で紹介し、意識啓発に努め
た。

地球環境の変化にする情報は収集
してきたが、感染症対策のため環
境フェスタを中止としたため、情報
提供の場を設けることができなかっ
た。

D D B B B C E E × ×

2 フロン回収・破壊法、家電リサイクル法、自動車リサイクル
法に基づいて、業務用冷凍空調機器、冷蔵庫、エアコン、
自動車などの適正処理に関して啓発を行います。

環境課
適正に実施している。 適正に実施している。

A A A A A A A B ○ ×

3 酸性雨の発生防止を目的として、原因物質の排出抑制に
関して啓発を行います。

環境課

酸性雨の発生防止目的の啓発はし
ていないが、環境フェスタの中で地
球温暖化防止等のＰＲを実施する
準備をしていた。しかしコロナ禍で
環境フェスタが中止となってしまっ
た。

酸性雨の発生防止目的の啓発はし
ていないが、環境フェスタの中で地
球温暖化防止等のＰＲを実施する
準備をしていた。しかしコロナ禍で
環境フェスタが中止となってしまっ
た。

D D C C C D E E × ×

3 ごみによる海
洋汚染防止を
推進する

1 海岸漂着ご
み対策の推
進

1 河川及び海岸へのごみの不法投棄を撲滅することにより、
本市内からのごみの排出と漂流を防止します。 環境課

不法投棄物の処理、ボランティア清
掃へごみ袋の配布、ごみの回収を
行った。

不法投棄物の処理、ボランティア清
掃へごみ袋の配布、ごみの回収を
行った。

○ ○

観光課

海岸のごみ拾いを開催することによ
り、ごみの排出と漂流を防止するこ
とができた。

新型コロナ感染予防のため、R２年
度は１回の開催であったが、市の主
催により海岸のごみ拾いを実施し
た。

△ △

2
農林水産課

該当案件は発生しなかった 該当案件は発生しなかった
△ △

環境課
関係機関との連携により危険な漂
着物への注意喚起を行っている。

関係機関との連携により危険な漂
着物への注意喚起を行っている。 ○ ×

3 国際的な取り組みの一環として、海外の日本海沿岸諸市
へ向けた海岸漂着ごみ対策を含めた海洋汚染防止のメッ
セージを発信します。

環境課

市直接のメッセージ発信は行ってい
ないが、引き続き国からの発信がな
されている。

市直接のメッセージ発信は行ってい
ないが、引き続き国からの発信がな
されている。 D D D D D E E E × ×

5 1 協働体制の確
立

1 主体間にお
ける環境情
報の共有化

1 行政から、環境に関する積極的な情報公開と、分かりやす
い情報提供を行います。

生涯学習課

天然記念物管理者への支援（補助
金交付、樹木医による指導・助言）
や情報提供を行ったが、一般市民
に対する情報公開、情報提供には
至っていない。

天然記念物管理者への支援（補助
金交付、指導・助言）や情報提供を
行った。 △ △

環境課
環境の状況報告書を作成し市ホー
ムページで公開した。

環境の状況報告書を作成し市ホー
ムページで公開した。 ○ ×

2

自治振興課

まちづくり協議会では、地域の自然
や環境保全に寄与する活動を行っ
ており、その取り組みが地域の自然
や環境保護への意識醸成に繋がっ
てきている。

まちづくり協議会の活動における環
境保全などの取組を、毎月の機関
紙を媒体に情報発信や啓発に努め
た。

△ ○

環境課

環境フェスタで環境保全団体の
ブースを作り、活動の紹介を行っ
た。また令和２年度は市報を用いて
活動の紹介を行った。

感染症対策のため環境フェスタは
中止したが、その代替として市内の
環境保全団体の活動を市報で紹介
した。

△ △

オゾン層の保
護と酸性雨対
策を推進する

2

1地域から世界
を考え地球環
境の保全に取
り組む

4

環境の保全に
市民・事業者・
行政が一体と
なって取り組
む C

C

B

B B

C

C

B

B

B

地域や市民団体等で既に行われている協働の取り組みや
環境保全活動の様子について、積極的に紹介していくな
ど、市民相互の情報共有や交流につながる取り組みにつ
いても推進していきます。

C B B C

B B C

BB B B

B

B

B

B

B B

B

B

B

B

B

BB

B

地球温暖化対
策を推進する

国籍不明の海岸漂着物等による危険を回避するため、日
本海側他市町村との情報交換や日本海沿岸諸国からの情
報収集に努めるとともに、発見時の関係機関への迅速な報
告と市民への的確な情報伝達を実施します。

オゾン層の
保護と酸性
雨の防止

1

B

B

B

B

B
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R1 H30 H29 H28 H27 H26 H25 H24 H23
基本目標

過去の評価
個別目標 施策方針 環境施策 担当課 令和2年度の取り組み状況計画期間全体の評価 R2評価

環境の保全に
市民・事業者・
行政が一体と
なって取り組
む

協働体制の確
立

1 市民、事業者、行政からなる（仮称）村上市環境保全協議
会を立ち上げ、環境の保全に関わる主体間の良好なパート
ナーシップの形成を図ります。

環境課

新たに村上市地球温暖化対策地域
協議会を立ち上げ、主体間の意見
交換の場を増やした。
おらってにいがた市民エネルギー
協議会とパートナーシップ協定を締
結した。

環境審議会等を3つの会議の開催
した。
おらってにいがたとパートナーシッ
プ協定を結び小学校で学習授業を
開いた。

A A B D D D E E × ×

2 環境の保全に関する取り組みを地域ぐるみで実行できるよ
うに、地域コミュニティーの強化を図ります。

生涯学習課

村上城跡・平林城跡・山元遺跡の
国史跡では一部地域住民や保存会
と協働で環境整備を行ったが、本格
的な実施には至っていない。今後
は、行政からの働きかけ（きっかけ
作り）により、地域住民が主体とな
る環境整備の体制作りが必要であ
る。

お城山（村上城跡）において、町内
会や地元企業とともに清掃活動を
計画したが、新型コロナウイルス感
染症の影響で中止した。

D D E E E D D D △ △

3 環境の保全に関する施策についての市民の意見を積極的
に取り入れるため、パブリックコメント制度を活用します。

環境課

基本計画の中間見直しと第２次環
境基本計画策定時にパブリックコメ
ントを実施するとともに市民、事業
者、中学生に向けたアンケート調査
を実施した。

第2次環境基本計画の素案策定
後、パブリックコメントを実施し市民
より27件の意見を頂き、検討の上
計画内へ反映した。

A A B B B A E E × ×

2 環境教育・環
境学習の実施

1 学校教育においては、「郷育のまち・村上」を通じて地域の
自然環境及び生活環境への関心を深め、環境教育を積極
的に推進します。

学校教育課

オープンセッションにおける関係団
体との情報交換が環境教育を推進
するためのネットワークの構築、内
容の充実につながってきている。
（R2,R3は未実施）

オープンセッション行わなかったた
め、各校には公民館を活用している
団体の事業や出前講座等の紙面に
よる情報提供を行った。 D D D D D D D D △ △

2 市民団体や小・中学校との連携を図りながら、体系的な環
境学習プログラムを作成するとともに、市が計画する出前
講座の制度を活用して、環境学習を積極的に推進します。

生涯学習課

公民館事業として団体に協力を求
め環境学習の推進に努めた。

長期休暇体験教室に環境学習を取
り入れる計画をした。 C C C A A D B A ○ ○

3 既に実施されてきた森林整備体験等の環境体験学習に加
えて、自然観察会や環境関連施設見学会などの新たな環
境学習プランについて、検討を行います。

環境課

環境問題に関心を持ってもらうた
め、依頼に基づいて施設見学等を
実施した。

ごみ処理場やし尿処理施設の見学
を実施した。 C C C C C D E E × ×

4 環境学習をサポートするボランティア活動を支援します。
生涯学習課

環境や自然愛好会団体等が実施
する事業の開催支援に努めた。

実施なし

○ ○

環境課
保育園のグリーンカーテンの推進
に参加し、活動を支援した。

保育園のグリーンカーテンの推進
に参加し、活動を支援した。 △ △

5 総合学習等で川や里山の生きもの調べやビオトープづくり
など、自然体験による環境教育を推進します。

学校教育課

地域人材との連携により自然環境
を生かした教育活動が一定の水準
を維持しながら継続して実施されて
いる。

専門家やボランティアの支援、地域
住民との連携のもと、河川や里山、
校地内のビオトープを生かした学習
等、各校の教育計画に基づいた環
境教育が実施されている。

△ △

生涯学習課

縄文の里・朝日の縄文広場の来館
者へ自然体験の場（ビオトープ等）
を提供した。

縄文の里・朝日の縄文広場の来館
者へ自然体験の場（ビオトープ等）
を提供した。

○ ○

6 緑の少年団の活動推進やこどもエコクラブの創設など、小
中学生を対象とした参加型の環境保全活動をさらに促進し
ていきます。

生涯学習課

緑の少年団活動実施に努めた。 緑の少年団の活動実施。

A A A A A A A A ○ ○

2 環境問題に
対する意識
啓発の推進

1 地域における環境保全活動のリーダーや環境保全に関わ
る市民団体の育成を図ります。

自治振興課

まち協や環境に関する取り組みを
行う団体等との関係性の強化、
NPO法人の運営監督を行うことによ
り、地域の環境保全団体の育成に
努めている。

これまでの活動の中から自然発生
してきた団体やリーダーとの関係性
を強化してきたほか権限移譲により
環境保全活動に取り組むNPO法人
の運営の監督に努めた。

△ ○

環境課

市内環境保全団体に村上環境フェ
スタへの参加協力をお願いすること
で、団体の育成と団体の活動を市
民に紹介する場を作った。

環境育成の場の一つとして環境フェ
スタを活用していたが、R2年度は感
染症対策のため開催を断念した。 △ ×

2 環境保全活動のリーダー、市民団体、事業所の環境担当
者、学校の教職員等を対象とした講習会を開催し、環境保
全への意欲の増進と協働について理解を図ります。

生涯学習課

環境保全に対する市民の意識高揚
に努めたが講習会の開催は実施で
きなかった。

特になし

E E E A A D B E △ ○

3 環境フェスタ等、各種イベントを開催し、啓発活動の推進を
図ります。 環境課

環境フェスタや出前講座を通して、
市民への環境に対する啓発活動を
進めた。

環境フェスタへの開催へ向けて準
備を行ったが、感染症対策のため
開催を断念した。 D D A A A A A A ○ △

5

環境教育・
環境学習の
積極的な推
進

主体間の良
好なパート
ナーシップの
形成

21

B DC C D D

C C

C C D D D D

CC C CC

C

B

1

C

C

C
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R1 H30 H29 H28 H27 H26 H25 H24 H23
基本目標

過去の評価
個別目標 施策方針 環境施策 担当課 令和2年度の取り組み状況計画期間全体の評価 R2評価

2 環境教育・環
境学習の実施

2 環境問題に
対する意識
啓発の推進

4 村上市の自然環境に関する解説書を作成します。

環境課

環境基礎調査の結果を第2次環境
基本計画内に反映させた。

基礎調査書の内容をまとめ、第2次
環境基本計画の現状と課題として
記載した B B D C B E E E × ×

5 村上市の環境の現状と課題について、広報やホームペー
ジを通じて情報を公開します。 環境課

環境の状況報告書を作成し公表した。環境の状況報告書を作成し公表し
た。 A A A A A A A A ○ ×

1

学校教育課

家庭・学校・地域が一体となり、地
元の農林水産物を利用した食生活
や健康づくりを継続して推進してい
る。

新型コロナ感染症拡大防止のた
め、料理教室等は実施していない
が、各調理場栄養教諭等に市内産
農水産物の使用を高めるよう協力
を依頼している。

△ △

農林水産課

漁協岩船振興対策協議会の伝統
事業であり継続実施していく

少年･少女水産教室（漁協岩船振
興対策協議会事業）として岩船中で
魚料理実習。

○ ○

生涯学習課

縄文の里・朝日の食堂での地元食
材の使用及び売店で地場産物を販
売した。また、地元食材を使った食
体験教室も参加者から好評であ
る。

縄文の里・朝日の食堂で地元食材
を使用するとともに売店で地場産物
を販売した。
地元食材を使った食体験教室（笹
団子づくり、そば打ち、トチもちづく
り、こんにゃくづくり等）を計画した
が、新型コロナウイルス感染症対策
により中止した。

○ ○

2 村上市地産地消推進計画に基づき、安全・安心な農産物
の提供と地産地消を実現するため、環境に配慮した農業を
実践している生産者との連携を強化します。

学校教育課

安全・安心な農産物の提供と地産
地消を実現するため、継続して環境
に配慮した農業を実践している生
産者との連携を深めている。

生活科の授業で、学校の畑の野菜
作りにJAの方に御指導していただ
いたり、漁港で、地引網体験や稚魚
の放流をしたり、漁港でとれた農水
産物を岩船地区や神林地区に提供
したりして調理場・学校現場と生産
現場との連携を深めている。

△ △

農林水産課

エコファーマー認定者は減少傾向
である。新潟県減農薬・減化学肥料
認証制度取得者、環境保全型農業
直接支援交付金事業実施について
は、昨年とほぼ同水準である。

エコファーマーや新潟県減農薬・減
化学肥料認証制度取得の支援。環
境保全型農業直接支援交付金事
業の周知。

△ △

3 地元産農林水産物の市内消費の拡大と安定供給が可能と
なる消費・生産システムを構築します。

農林水産課

市産材補助として制度の普及を行
い、市産材の利用促進と林業の活
性化が図られた。

「村上市産材利用住宅等建築奨励
事業」と県の「越後のふるさと家づく
り事業」との補助金の併用を可能に
したことにより、市産材及び新潟県
産材の利用促進が図られた。

A A A A A A C D ○ ○

4 農林漁業体験及び生業（なりわい）体験、グリーンツーリズ
ムを通じて、都市と農村との交流を推進するとともに、地元
産食材への関心を高めていきます。

農林水産課

農林漁業体験及び生業（なりわい）
体験等を通じて地元産食材への関
心を高めることができた。

コロナ禍により事業実施が困難だっ
た。 ○ ○

生涯学習課

縄文の里・朝日の食堂での地元食
材の使用及び売店で地場産物を販
売した。また、地元食材を使った食
体験教室も参加者から好評であ
る。

縄文の里・朝日での地元食材を用
いた食体験教室は、新型コロナウイ
ルス感染症対策により中止した。 ○ ○

5 農商工連携により、本市固有の豊かな地域資源を活用した
コミュニティビジネスの起業と振興を図ります。

地域経済
振興課

補助制度により創業や新たな取り
組みに対して支援を行った A A C C C B D D △ △

6 地元産材を利用した遊歩道・散策路の整備、住宅・家具・
調度品等の生産を推進します。

農林水産課

市産材補助として制度の普及を行
い、市産材の利用促進と林業の活
性化が図られた。

村上市産材利用住宅等建築奨励
事業により、住宅等での市産材購
入経費に対して支援することによ
り、市産材の利用促進が図られた。

C C C B A B B A ○ △

7 村上市観光振興計画に基づき、グリーンツーリズムやエコ
ツーリズムの取り組みを推進します。 観光課

首都圏でイベントを行うことにより、
取り組みを推進することができた。

新型コロナの影響により、取り組み
を実施することが出来なかった。 D C C C C C C D △ △

1 進捗管理計
画

1 本計画中の各施策・事業ごとに工程表を作成し、進捗管理
計画を策定します。 環境課

工程表や進捗管理計画の作成は
行わなかった。

未実施。
E E E E E E E E × ×

2 本計画の進捗状況等を年次報告書としてとりまとめ、その
情報を公開します。 環境課

毎年度進捗状況報告書を作成し、
情報公開を行った。

平成24年度から実施している。
A A A A A A A A ○ －

2 計画進捗管
理委員会の
設立

1 市民、事業者、行政からなる（仮称）村上市環境基本計画
進捗管理委員会を立ち上げ、本計画の確実な推進を図り
ます。

環境課
平成24年度から環境基本計画進捗
委員会を立ち上げ継続して審議し
た。

平成24年度から組織を立ち上げ実
施している。 A A A A A A A A ○ －

食育と地産
地消の推進

3

計画の進捗管
理体制の整備

3

環境の保全に
市民・事業者・
行政が一体と
なって取り組
む

5

A A A AA

A

D B C B B DD

AA

学校・保育園の給食における地場産農林水産物の使用、
各種団体等による農業体験や地場産農産物を使った料理
教室の開催など、家庭・学校・地域が一体となり、地元の新
鮮で安全安心な農林水産物を利用した食生活や健康づくり
を推進します。

A A A A ABC

D

E
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